
10
2023

今月の表紙
山を駆け下りるランナー

（第 16 回よさの大江山登山マラソン大会）

● 主な記事
02　Yosano Sports
04　まちの話題お届けします
06　【特集】山添町長とみんな・みらい・みえるトーク
11　与謝野町公式 LINE アカウントの開設　
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人・自然・伝統  与謝野で織りなす 新たな未来
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３・５
㎞
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ひ
く
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元も
と
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与
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野
町
）

● 

第
16
回
よ
さ
の
大
江
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会

約
８
３
０
人
が

与
謝
野
路
を
駆
け
抜
け
る

抜
け
る

　
９
月
17
日
、
大
江
山
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る

「
第
16
回
よ
さ
の
大
江
山
登
山
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
昨
年

度
よ
り
約
２
０
０
人
多
い
８
２
９
人
が

参
加
。
午
前
10
時
の
号
砲
と
と
も
に
、

縦
走
コ
ー
ス
（
23
・
５
㎞
）、
ち
り
め

ん
街
道
コ
ー
ス
（
10
㎞
）、
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ー
ス
（
３・
５
㎞
）
の
ラ
ン
ナ
ー

が
勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
。
縦
走
コ
ー
ス

に
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、「
自

分
の
足
で
登
っ
た
山
頂
か
ら
の
景
色
は

す
ば
ら
し
か
っ
た
」
と
汗
を
ぬ
ぐ
い
な

が
ら
話
す
な
ど
、
自
分
の
限
界
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

木き

﨑ざ
き

良り
ょ
う

子こ

さ
ん
（
与
謝
野
町
名
誉
町

民
）
と
三み

つ

か
津
家
貴た

か
也や

さ
ん
（
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
）
を
迎
え
、
ち
り
め
ん
街
道

コ
ー
ス
と
縦
走
コ
ー
ス
を
走
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

①勢いよく走り出すちりめん
街道コース出場のランナー
②最後の力を振り絞り坂道を
駆け上るランナー
③元気よく走り出すチャレン
ジコースの子どもたち
④ゴール後、ゲストの三津家
さんと記念撮影をする参加者
⑤苦しさのあまり膝に手を置
く縦走コースのランナー

Photo Repor
t

第
１
部
で
優
勝
を
果
た
し
た

近
江
さ
ん

①

⑤

③

④

②

Yosano Sports

Vol.02わたしたちの 熱い夏 2023

大
おおつき

槻 隼
はや

勢
せ

さん（清新高校１年／橋立中卒）

● 全国高等学校定時制通信制体育大会 第 56 回卓球大会
● 男子シングルス 出場

　中学校から卓球を始め、初の全国大会出場となっ
た大槻さん。「大きな会場で少し緊張しましたが、
いざ始まると普段どおりプレーできました」と言い
ます。惜しくも１回戦敗退となりましたが「全国の

相手は強く負けたことは悔
しかったが、サーブなどの技
術を見ることができて参考
になりました」と、大会を振
り返ります。
　今後は「まずは目の前の大
会に集中して取り組みたい。
メンタル面を強化して、来年も全国大会をめざしま
す」と、力強く目標を話してくれました。

嶋
しま

 蒼
そう

真
ま

さん（清新高校３年／江陽中卒）

● 全国高等学校定時制通信制体育大会 第 58 回陸上競技大会
● 男子 100m・200m・４× 100m リレー 出場

　昨年、自分のミスで全国大会を逃し、今年は何と
しても出場したいと練習を重ねてきた嶋さん。全国
大会では、昨年の悔しさも含めて持てる力を振り絞
り３種目を完走。大会を振り返り「全国の選手は速

く力及ばずでしたが、高校生
活最後に全国大会に出場が
できてよかったです」と、充
実した表情を浮かべます。
　「中学校から陸上を続けて
きました。この６年間で記録
が出ないときでも、最後まで
努力することの大切さを学びました」と、これまで
の競技生活を振り返ってくれました。

　「ボール３つ。ナイススロー」元気の良
い声がグラウンドに響き渡り、軽快に白球
を追いかける姿が目に飛び込んできた。練
習を行っていたのは、10 月 28 日から愛
媛県で開催される「ねんりんぴっく」出場
を決めた、野田川シニアソフトボールクラ
ブの皆さん。４月に開催された京都府予選
会では、打線がつながり見事優勝を果たし
ました。13 年ぶりに手した全国大会への
切符に森

もりした
下完

かん
二
じ

監督は「全国の強豪と対戦

するが、京都府代表として一つひとつ勝っ
ていきたい」と抱負を話します。皆さんの
温かいご声援をお願いします。

● 第 35 回全国健康福祉祭えひめ大会
● ねんりんぴっく愛

え

顔
がお

のえひめ 2023

シニア世代も元気！
野 田 川 シ ニ ア ソ フ ト
ボールクラブが全国へ

上／京都府予選
会優勝を決めた
野田川シニアソ
フトボールクラ
ブの皆さん（同
クラブ提供）
右／練習で鋭い
スウィングを見
せる選手
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　阿蘇海環境づくり協働会議と特定非営
利活動法人国際ボランティア学生協会

（I
イ ビ ュ ー サ

VUSA）による「カキ殻拾う Day」が、阿蘇
海沿岸と天橋立文珠付近で開催されました。
　阿蘇海沿岸では、暑さが残る中、ボランティア
学生 22 人を含む総勢約 40 人の方々が参加。阿
蘇海河口付近に固く堆積したカキ殻、約 825 ㎏
を回収しました。回収したカキ殻はごみとして捨
てるのではなく、乾燥させて農地に散布するなど、
山・川・海が連なる与謝野町で回収したものを大
地に還元する「自然循環」の取り組みとなりまし
た。今後も、阿蘇海環境の浄化と保全に向けた活
動を続けていきます。

まちの 話題話題 お届けします

阿
蘇
海
河
口
付
近
で
カ
キ
殻
を
回
収
す
る
学
生

た
ち

● カキ殻拾う DAY
800 ㎏を超えるカキ殻を回収

　文化庁の京都移転を記念するイベント
「きょうハレの日、」。北部会場となった

島崎公園（宮津市）では、歌手によるライブステー
ジ、食文化魅力発信ブースが出店するなど、多く
の来場者でにぎわいました。
　同会場では、パブリックビューイングとして、
メイン会場のロームシアター京都で開催された記
念式典の様子を中継。その後、歌手の「花＊花」

「元
はじめ

ちとせ」さんによるライブステージ、フィナー
レ花火が行われ、来場者は食や音楽などで日本文
化のすばらしさを体感していました。
　また、９日には、ちりめん小唄踊り保存会（京
丹後市）、宮津おどり振興会（宮津市）などによ
る伝統芸能などが披露されました。

8
9

● 文化庁京都移転記念事業「きょうハレの日、」
京都府北部の食や伝統芸能をＰＲ

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
都と

倉く
ら

文
化

庁
長
官
の
あ
い
さ
つ
を
聞
く
来
場
者

3
9

－ 祝 123 号鉄道院蒸気機関車（加悦鉄道 2 号機関車）生誕 150 年 －

　加悦鉄道２号機関車　加悦鉄道２号機関車生誕 150 年記念イベントが、生誕 150 年記念イベントが、
旧加悦鉄道加悦駅舎（加悦鉄道資料館）で開催されま旧加悦鉄道加悦駅舎（加悦鉄道資料館）で開催されま
す。同機関車について詳しく知ることができ、また、す。同機関車について詳しく知ることができ、また、
走行音や汽笛吹鳴音を聞くこともできます走行音や汽笛吹鳴音を聞くこともできます

世界初の機関車製造会社の英国世界初の機関車製造会社の英国
ロバート・スチーブンソン社で、ロバート・スチーブンソン社で、
1873（明治 6）年に製造。同1873（明治 6）年に製造。同

年に輸入され、官営鉄道「大阪－神戸間」建設に使用年に輸入され、官営鉄道「大阪－神戸間」建設に使用
後、同区間および日本各地の鉄道を走行。1926（大後、同区間および日本各地の鉄道を走行。1926（大
正 15）年、加悦鉄道の開業にあたり正 15）年、加悦鉄道の開業にあたり簸簸

ひひ

上上
か みか み

鉄道から車鉄道から車
両を譲り受け、与謝野町では 1956（昭和 31）年まで、両を譲り受け、与謝野町では 1956（昭和 31）年まで、
人や物を運ぶ鉄道として活躍しました。人や物を運ぶ鉄道として活躍しました。

123 号鉄道院
蒸気機関車

10 月 21 日土～ 12 月 24 日日までの
土曜日・日曜日・祝日
午前９時～午後５時
※ 月～金曜日（祝日を除く）は入館できません

開
催
日
時

開
催
日
時

　産業創出交流センターにおいて、「も
しものときのお金講座（主催／防災ママ

サークル ままもりっこ）」が開催されました。
　本講座には、子ども連れのママさんら 10 人が
参加。講師から「もしものときだけでなく日ごろ
からのお金の管理の必要性」「ひとたび災害が発
生し、被災した場合のお金」など、もしものとき
に備えて暮らしのお金について今からでもできる
資産形成や貯蓄の話について説明がありました。
講座の後には、参加者同士で災害に備えて話し合
う様子が見られ、ママの立場で防災・災害につい
て考える機会になりました。
　「防災ママサークル ままもりっこ（代表 坂

さかなか
中

綾
あや

香
か

さん／防災士）」は、昨年の９月１日（防災

● 防災ママサークル ままもりっこ
もしものときに備えるお金のこと

1
9

の日）に活動を開始。同じ子育て世代のママとパ
パが「子どもの命を守る知識を学べてつながりが
うまれる場を作りたい」という思いを込めて立ち
上げられた団体です。「つながりこそが最大の防
災」を合言葉に地域で活動をされています。今後
の活躍にぜひご注目ください。

講師の話についてメモをとる参加者たち

Happy 150th Birthday
イベント情報

問　産業観光課 ☎ 43-9012

● 岩滝手をつなぐ親の会

　「岩滝手をつなぐ親の会」は、岩滝地域の小・
中学校の支援学級と府立与謝の海支援学校の
保護者および卒業生の保護者と教職員で組織
した会です。本会は、平成 17 年度から活動
を開始し、旧岩滝町地域のつながりの良さを
大切にしながら現在にいたっています。
　子どもたちが学校に通っている間はつい目
先のことに集中しがちですが、卒業してから
の人生の方がはるかに長いです。会員は、子
どもたちの卒業後の長い人生について、親子
で悩みや不安も含めて情報共有しながら、大
家族のように楽しんでいます。
　本会は、会員の会費と岩滝地域の多くの皆
さまにご理解をいただいた賛助会費に加え、
与謝野町や社会福祉協議会などの補助金をい
ただきながら活動しています。本会の活動に
興味がある方、一緒に活動していただける方
は、右記の会長まで連絡をお願いします。

主な活動内容
会員の親睦、親子行事　（バーベキュー、遠足、
もちつき大会、卒業と成人を祝う会）、学習
会（教育、子育て、福祉政策、防災など）

岩滝手をつなぐ親の会
会長　糸井 雅人 ☎ 090-1151-0391

もちつき大会の様子（岩滝手をつなぐ親の会提供）

連絡先

わたしたちの活動を紹介します
わたしたちと一緒に
活動してくれる方を
随時募集しています

会員募集中

（月～金曜日および祝日を除く）

特
別
公
開

特
別
公
開

123 号鉄道院蒸気機関車・ハブ３
ハ 4995 の車内を公開

11 月 10 日金　※ 参加費／ 1,000 円
午前 10 時～ 11 時、午後１時～２時
午後３時～４時　※ 各回とも定員 10 人
申　NPO 法人加悦鐵道保存会

☎ 43-0232
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山添町長と
みんな・みらい・みえるトーク

Vol.03

【
特
集
】
山
添
町
長
と
み
ん
な
・
み
ら
い
・
み
え
る
ト
ー
クV

ol.03

業
所
に
は
、
25
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
在
職

し
、
17
台
の
タ
ク
シ
ー
が
あ
り
ま
す
。
本

来
、
タ
ク
シ
ー
会
社
で
は
、
１
台
の
タ
ク

シ
ー
に
２
人
が
つ
い
て
運
行
す
る
も
の
で

す
が
、
人
が
減
り
「
１
車
１
人
」
と
な
り

つ
つ
あ
り
、効
率
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
減
少
は
業
績
に
も

影
響
し
、
２
０
１
９
年
と
比
較
す
る
と
宮

津
営
業
所
で
約
24
％
ほ
ど
売
り
上
げ
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
減
少
の
要
因
は
処
遇
も
あ

り
ま
す
が
、
一
番
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
で
す
。
現
在
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
平

均
年
齢
は
約
65
歳
で
、
宮
津
営
業
所
で
一

番
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
は
40
歳
代
前
半
で

す
。
高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
コ
ロ
ナ
禍

を
機
会
に
、
こ
の
業
界
か
ら
去
っ
て
し
ま

い
、
地
方
部
だ
け
で
は
な
く
都
市
部
も
含

め
て
ド
ラ
イ
バ
ー
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
京
都
市
や
大
阪
市
な
ど
で
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
戻
り
つ
つ
あ
る

中
、
タ
ク
シ
ー
の
供
給
が
追
い
つ
い
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
、
京
都
府
北
部

地
域
か
ら
も
採
用
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い

よ
う
、
地
域
人
材
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

（
町
長
）　
「
公
共
交
通
を
担
う
人
材
が
不

足
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
共
通
し
て

代
が
２
人
ず
つ
し
か
い
ま
せ
ん
。50
歳
代・

60
歳
代
が
全
体
の
70
％
を
占
め
て
お
り
、

10
年
後
を
想
像
す
る
と
、
本
当
に
ぞ
っ
と

す
る
よ
う
な
環
境
で
す
。弊
社
と
し
て
は
、

バ
ス
の
運
転
手
が
「
魅
力
あ
る
職
業
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く
と
同
時

に
、
待
遇
を
良
く
し
て
い
く
努
力
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
日
本
交
通
株
式
会
社 

川
本
取
締
役
）

　
与
謝
野
町
エ
リ
ア
を
担
当
す
る
宮
津
営

（
山
添
町
長
／
以
下
「
町
長
」）

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会

情
勢
の
変
化
の
中
で
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ

は
、
多
種
多
様
で
あ
り
複
雑
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
公
共
交
通
は
、
最
た
る
事

項
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
地
域
の
公

共
交
通
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
業

者
の
方
、
そ
し
て
、
新
た
に
技
術
開
発
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
し
て
い
た
だ

け
る
事
業
者
の
方
と
、
地
域
の
持
続
可
能

な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
丹
後
海
陸
交
通
株
式
会
社 

林
取
締
役
）

　
こ
の
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
っ
て
人
の
動
き
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
観
光
客
の
流
入
が

な
く
な
り
厳
し
い
状
況
で
し
た
。最
近
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
観
光
客
）
も
増

え
、
観
光
客
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、７
月
の
平
日
の
天
橋
立
で
は
、ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
を
持
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方

が
た
く
さ
ん
路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、
観
光
と
は
関
係
な
い

路
線
で
は
、
な
か
な
か
人
の
動
き
が
戻
っ

て
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

観
光
需
要
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

「
原
価
高
騰
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
」「
人
材

確
保
」
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
人
材
確
保
の
面
で
は
、
現
在
、
乗
務

員
が
約
60
人
い
ま
す
が
、
20
歳
代
・
30
歳

町 Youtube チ ャ
ンネルでは、町長
トークの全編、過
去の様子もご覧い
ただけます

それぞれの立場で議論いただいた町長トーク

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
も
高
齢
化
が
進
み
人
材
が
不
足

し
て
い
る
。
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
が
必
要
。

協
同
組
合
加
悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

協
同
組
合
加
悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

副
理
事
長　

副
理
事
長　

木木きき

村村む
ら
む
ら  

順順じ
ゅ
ん

じ
ゅ
ん

一一い
ち
い
ち

さ
ん
さ
ん

丹
後
海
陸
交
通
株
式
会
社

丹
後
海
陸
交
通
株
式
会
社

取
締
役
経
営
企
画
部
長　

取
締
役
経
営
企
画
部
長　

林林
は
や
し

は
や
し  

忠忠た
だ
ひ
ろ

た
だ
ひ
ろ広広

さ
ん
さ
ん

日
本
交
通
株
式
会
社

日
本
交
通
株
式
会
社

取
締
役
福
知
山
営
業
所
長

取
締
役
福
知
山
営
業
所
長

　　

川川か
わ
も
と

か
わ
も
と本本  

康康や
す
ひ
ろ

や
す
ひ
ろ博博

さ
ん
さ
ん

SS

ス
ワ
ッ
ト

ス
ワ
ッ
ト

W
A

T
W

A
T

  MM

モ
ビ
リ
テ
ィ

モ
ビ
リ
テ
ィ

obility
obility Japan

 Japan

株
式
会
社

株
式
会
社

日
本
法
人

日
本
法
人  

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

　　

末末す
え
ひ
ろ

す
え
ひ
ろ廣廣  

将将ま
さ
ま
さ

志志しし

さ
ん
さ
ん

桑飼地区支え合い交通運営協議会桑飼地区支え合い交通運営協議会

会長会長　　西西
に し む らに し む ら

村村  良良
よ し ひ さよ し ひ さ

久久さんさん

与
謝
野
町
の

持
続
可
能
な

公
共
交
通
体
系
の
実
現

　

与
謝
野
町
内
の
公
共
交
通
を

担
っ
て
い
る
事
業
者
、
商
工
業

者
、
そ
し
て
、
10
月
２
日
か
ら

実
証
運
行
を
開
始
し
た
「
予
約

型
乗
合
交
通
」
を
担
う
地
域
協

議
会
と
配
車
予
約
シ
ス
テ
ム
を

運
営
す
る
事
業
者
の
５
人
の
方

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、「
与

謝
野
町
の
持
続
可
能
な
公
共
交

通
体
系
の
実
現
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
た
山
添
町
長
と
み
ん

な
・
み
ら
い
・
み
え
る
ト
ー
ク

（
以
下
、「
町
長
ト
ー
ク
」）。

　
公
共
交
通
を
担
っ
て
い
る
事

業
者
の
現
状
や
課
題
は
何
な
の

か
。
ま
た
、
予
約
型
乗
合
交
通

を
運
営
す
る
地
域
協
議
会
の
思

い
と
は
。
そ
し
て
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

持
続
あ
る
公
共
交
通
モ
デ
ル
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今

月
号
で
は
、
第
３
回
目
と
な
る

町
長
ト
ー
ク
の
様
子
を
お
届
け

し
ま
す
。

問　
総
務
課 

☎
４
３・９
０
１
０

乗
っ
て
守
ろ
う

み
ん
な
の
公
共
交
通

（
与
謝
野
町
地
域
公
共
交
通
の
現
状
と
課
題
）

【
テ
ー
マ
①
／
み
え
る
】

●

●

●

●

鉄道
（舞鶴市と豊岡市を結ぶ）

路線バス
（与謝野町を南北に縦断、隣の市町を結ぶ）

町営バス（コミュニティバス ひまわり）
路線バスが走らない地域を運行
タクシーや福祉有償運送 など

与謝野町内の主な公共交通
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（
桑
飼
地
区
支
え
合
い
交
通
運
営
協
議
会

西
村
会
長
）

　
桑
飼
地
区
で
は
、
３
区
長
（
温
江
区
・

明
石
区
・
香
河
区
）
と
同
地
区
内
の
交
通

課
題
の
整
理
と
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

● 
町
営
バ
ス
は
大
変
あ
り
が
た
い
が
、

便
数
が
少
な
く
使
い
に
く
い

● 

も
う
少
し
機
動
力
の
あ
る
交
通
体
系

を
構
築
し
て
ほ
し
い

● 

今
の
交
通
形
態
で
は
車
が
な
い
と
生

活
で
き
な
い
た
め
、
高
齢
に
な
っ
て
も
免

許
の
返
納
が
で
き
な
い

　
こ
の
よ
う
な
中
、
与
謝
野
町
地
域
公
共

交
通
会
議
に
お
い
て
、
交
通
事
業
者
の
皆

い
ま
し
た
。
人
材
確
保
に
向
け
て
努
力
を

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
確
保
が
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
働
か
れ
る

方
の
雇
用
環
境
が
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に

な
る
と
い
う
こ
と
も
、
条
件
の
一
つ
と
し

て
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
行
政
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
か
ら
公
共
交

通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
公
的
支
出
を

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
事
業
者
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
住
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
が

求
め
る
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
も
重

要
で
す
。
引
き
続
き
一
緒
に
調
査
や
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
特
集
】
山
添
町
長
と
み
ん
な
・
み
ら
い
・
み
え
る
ト
ー
クV

ol.03

交
通
事
業
者
が
厳
し
い

の
で
あ
れ
ば
、
地
域
で

カ
バ
ー
し
な
い
と
公
共

交
通
を
持
続
可
能
な
も

の
に
は
で
き
な
い
。

10
月
２
日
か
ら
新
た
に

予
約
型
乗
合
交
通
の

実
証
運
行
を
開
始

【
テ
ー
マ
②
／
み
ん
な
】

さ
ん
か
ら
「
運
転
手
不
足
で
公
共
交
通
を

担
っ
て
い
く
こ
と
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
う
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
を
地
域
で
補
わ

な
け
れ
ば
、
公
共
交
通
を
持
続
可
能
な
も

の
に
は
で
き
な
い
と
考
え
、
今
回
、
実
証

運
行
す
る
「
予
約
型
乗
合
交
通
」
に
い
き

つ
き
ま
し
た
。
予
約
型
乗
合
交
通
を
運
営

す
る
『
桑
飼
地
区
支
え
合
い
交
通
運
営
協

議
会
（
以
下
、「
協
議
会
」）』
を
７
月
の

上
旬
に
立
ち
上
げ
、
こ
の
間
、
週
６
日
の

運
行
を
担
っ
て
い
た
だ
く
運
転
手
さ
ん
の

確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
10
月

２
日
か
ら
の
運
行
開
始
に
向
け
て
体
制
が

整
い
ま
し
た
。

（
協
同
組
合
加
悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー 

木
村
副
理
事
長
）

　

ウ
イ
ル
で
は
、
町
営
バ
ス
を
は
じ
め
、

路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
受
け
入
れ
な

ど
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
受
け
る
」
だ

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
々
バ
ス
の
便
数

や
乗
客
数
が
減
っ
て
い
く
中
で
も
、
ウ
イ

ル
に
「
寄
っ
て
も
ら
う
」「
買
い
物
し
て

も
ら
う
」「
滞
在
時
間
を
少
し
で
も
長
く

し
て
も
ら
う
」
な
ど
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
バ
ス
を
利
用
し
て
来
て
も
ら
え
る
こ

と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
々
で
公
共
交
通
を
担

う
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
商

業
者
と
し
て
は
も
う
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
来
ら
れ
た
お
客
様
を
送
る
手
段
や
、

逆
に
曜
日
を
決
め
て
お
客
様
を
迎
え
に
行

く
よ
う
な
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

（
町
長
）　
移
動
す
る
大
き
な
目
的
は
「
買

い
物
」
と
「
医
療
」
で
す
。
買
い
物
と
い

う
点
に
お
い
て
は
、
ウ
イ
ル
さ
ん
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

通
の
結
節
点
と
し
て
そ
の
存
在
感
を
発
揮

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の

柱
で
あ
る
医
療
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
議
論
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

パネリストの意見にコメントする山添町長（右）

（SW
AT M

obility Japan

株
式
会
社

日
本
法
人 

末
廣
代
表
取
締
役
）

　
乗
合
交
通
の
核
は
、
い
か
に
少
な
い
車

両
台
数
で
い
か
に
多
く
の
人
を
効
率
的
に

送
迎
で
き
る
か
で
す
。
利
用
者
は
、「
乗

客
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
予
約
を
し
ま

す
が
、
今
回
は
電
話
予
約
も
可
能
で
す
。

利
用
者
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
分
析
し
て
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
移
動
需
要
が
あ
る
の
か

を
可
視
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
弊
社
が
一
番
に
や
り
た
い
こ
と
は
、
と

に
か
く
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ 

※
」
を
ま
わ
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
日
々
の
改
善
に
加
え
、
皆
さ
ん
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
き
、
デ
ー
タ

で
見
え
な
い
部
分
を
補
足
し
ま
す
。
最
初

か
ら
完
璧
な
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
ど
ん
ど
ん
良
く
し
て
い
く

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
続
く
地
域
で
は
、
車
両
を

い
か
に
有
効
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
需

要
を
極
力
満
た
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必

要
で
す
。
ま
ず
は
高
齢
者
の
方
が
利
用
者

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
若

い
年
代
の
方
や
観
光
客
の
方
に
も
使
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
が
将
来
的
に

は
必
要
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
地
や
医
療
と
の
連
携
は
絶

対
で
す
。
例
え
ば
、
病
院
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
設
置
し
、
す
ぐ
に
移
動
手
段
が
呼
べ
る

よ
う
な
連
携
な
ど
は
、
将
来
の
一
つ
の
大

人
口
減
少
社
会
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
を
見
据
え
た
新
た

な
公
共
交
通
モ
デ
ル
と
は

【
テ
ー
マ
③
／
み
ら
い
】

10
月
２
日
は
あ
く
ま
で
も
ス
タ
ー
ト
。

常
に
改
善
を
繰
り
返
し
、
全
国
で
も
優
良
事
例
に

な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

き
な
展
望
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
町
長
）　SW

A
T M

obility Japan

株
式
会
社
様
に
は
、
予
約
型
乗
合
交
通
を

技
術
的
な
側
面
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。
行
政
と
し
て
は
協
議
会
・
日
本
交
通

さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
声
を
把
握
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
10
月
２
日
か
ら
運
行
す
る
予
約
型
乗
合

交
通
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
利
用
な

く
し
て
持
続
可
能
な
も
の
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
行
政
と
し

て
も
改
善
に
改
善
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

※ 

次
回
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
」
で
す

「予約型乗合交通」の
実証運行を開始しました

期間：10 月２日～令和 6 年３月 31 日

問　企画財政課 ☎ 43-9015

運行エリア／運行主体
桑飼地域
　／ 桑飼地域支え合い交通運営協議会
野田川地域（岩屋・市場、山田、石川）
　／ 日本交通株式会社
※ 乗降場所設置箇所総数…約 180 ヵ所

●

運賃（片道）
大人 300 円　小人 150 円
※ 現金または回数券

●

×

10 月２日から町営バスを運行していた桑飼
地域と野田川地域において、予約型乗合交通
に切り換えて運行を開始しました。SWAT 
Mobility Japan 株式会社のアプリを活用し
て予約（電話予約も可能）、配車を行います。

運行時間と運休日
午前９時～午後 5 時

【運休日】日曜日、祝日
【運休　】12 月 30 日～翌年１月３日

●

利用方法
【電話で予約／午前９時～午後５時】
☎ 050-1808-4384

●

【スマートフォンアプリで予約】

よさの乗合交通の
アイコン

アプリダウン
ロードサイト

桑飼地域を走行している車両

【PDCA】Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）の
４つのプロセスを繰り返し行うことで、業務効率を改善するための方法

＜予約期間＞
・野田川地域／１週間前～
・野田川地域／当日ダイヤの１時間前
・桑飼地域／１週間前～前日まで
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● 町営バス（コミュニティバス ひまわり）の再編

1010 月月２２日日からから運行運行がが変変わりましたわりました

野 田 川 庁 舎
梅 谷 下

算 所 公 民 館 下
算 所 下
加悦地域公民館
加 悦 庁 舎
上 ヶ 石
桜 内
リフレかやの里
や さ い の 駅

与 謝 保 育 園 下
椿 原
施 薬 寺 下
下 ノ 段
奥 滝 公 民 館 前
中 岡
半 坂
鹿 ノ 熊

ウ

イ

ル

三
河
内
郵
便
局
前

〇 〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇 〇
山
河
公
民
館

河

原

宇
豆
貴
公
民
館

〇

※ 起終点

※ 起終点

奥 滝 線
野 田 川 庁 舎
梅 谷 下

算 所 公 民 館 下
算 所 下

加 悦 保 育 園 前
百 合 会 館 下
青 山 下
広 野 橋
加悦奥公民館上
六 番 組 集 会 所
鳥 垣 橋
八番組集会所下
一 宮 神 社 上
九 番 組 上
ヤ ブ
加 悦 奥 十 番 組

ウ

イ

ル

三
河
内
郵
便
局
前

〇 〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

※ 起終点

※ 起終点

加

悦

庁

舎

加
悦
地
域
公
民
館

〇 〇

〇
〇

加 悦 奥 線

月
・
水
・
金

奥
滝
線
・
加
悦
奥
線

一
日
２
往
復
運
行

（

（

運行日

運　賃

大　

人　

２
０
０
円

小　

人　

１
０
０
円

乳
幼
児　

無
料

※ 

回
数
乗
車
券
あ
り

　　広報よさの９月号（No.211）でお知らせしてい広報よさの９月号（No.211）でお知らせしてい
ました「町営バス（コミュニティバス ひまわり）」ました「町営バス（コミュニティバス ひまわり）」
の再編についてお知らせします。なお、10 月２日の再編についてお知らせします。なお、10 月２日
以降の以降の詳細なダイヤや停留所などは、詳細なダイヤや停留所などは、９月 25 日に９月 25 日に
発行した「第 27 版 与謝野町公共交通時刻表」を発行した「第 27 版 与謝野町公共交通時刻表」を
ご覧ください。ご覧ください。

　また、予約型乗合交通（桑飼、岩屋・市場、山田、　また、予約型乗合交通（桑飼、岩屋・市場、山田、
石川）の詳細は、乗降場所の数が多いため、広報よ石川）の詳細は、乗降場所の数が多いため、広報よ
さのとは別に「利用ガイド」を発行しています。時さのとは別に「利用ガイド」を発行しています。時
刻表と利用ガイドは各役場庁舎、与謝野駅や丹後海刻表と利用ガイドは各役場庁舎、与謝野駅や丹後海
陸交通株式会社、観光協会、地区公民館（野田川地陸交通株式会社、観光協会、地区公民館（野田川地
域）などで配布しています。域）などで配布しています。

運行企画／主体 与謝野町　/　丹後海陸交通株式会社

運行ダイヤ

奥滝線 加悦奥線

第１便（往路） 08:50 発（野田川庁舎 行） 10:00 発（野田川庁舎 行）

第２便（復路） 10:35 発（鹿ノ熊 行） 11:55 発（加悦奥十番組 行）

第３便（往路） 13:40 発（野田川庁舎 行） 14:50 発（野田川庁舎 行）

第４便（復路） 15:25 発（鹿ノ熊 行） 16:45 発（加悦奥十番組 行）

問　企画財政課 ☎ 43-9015企画財政課 ☎ 43-9015

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
関
連
記
事
を
掲

載
し
て
い
ま
す

▶ コミュニティバスひまわりの再編内容（10 月２日以降）

〇

与謝野町公式
より早くまちの情報を届けます

９月 20 日から、与謝野町公式 L
ラ イ ン

INE アカウントを開設しました。
より早くまちの情報が届く与謝野町公式 LINE アカウントを「友だち登録」
いただき、ぜひご利用ください！

LINELINE

与謝野町公式 LINE アカウントの「友だち登録」は、次の２のステップで！
二次元コードで登録

右の二次元コードを
読 み 取 り、「 追 加 」
ボタンをタップして
登録。

アプリ内の検索で登録

LINE アプリ内で「与謝野町」と
検索し、「与謝野町役場」を選び、

「追加」ボタンをタップして登録。

受信設定で「欲しい情報」を受け取れる

受信設定することで、欲しい情報だけを LINE で受け取ることが
できます。リッチメニューにある「受信設定」から設定でき、「ご
み収集日」や「子育て情報」専用の受信設定もあります。
※ 緊急時の防災情報などは、受信設定にかかわらず配信する場
合があります

受信設定をタップ

Point
1

Point
2 ごみの分別方法が

調べられる
「メッセージ入力（①）」欄にごみ
の名称を入力すると、自動で分別
方法を応答します。

※ 登録していないごみ、キーワード
に合致しない場合は、分別方法の応答
ができません

①

Point
3 欲しい情報に応じた

３つのリッチメニュー
「基本設定／①」「子育て世代向け／②」「事
業者向け／③」の欲しい情報によって、メ
ニューデザインが変わります。
① 「暮らし」「防災・危機管理」「広報 PR」
② 「暮らし」「子育て」「防災・危機管理」
③ 「暮らし」「事業者向け」「広報 PR」

リッチメニュー

お住いの地区を登録いただくと、収集日の前日
または当日に通知が届きます。

ごみ収集日のお知らせ

問い合わせ先 ／ 総務課  ☎ 43-9010
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－ 講座開校レポートをお届けします －

問　企画財政課 ☎ 43-9015

講座の様子

例
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
の
あ
り
方
か
ら
多
様
な
人
材
を
巻
き

込
ん
だ
地
域
づ
く
り
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
地
域
と
行
政
の
間
で
活
動
す
る
実

践
者
な
ら
で
は
の
視
点
で
解
説
。ま
た
、

参
加
者
同
志
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実

施
し
、
地
域
課
題
や
講
義
内
容
か
ら
取

り
入
れ
た
い
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま
し

た
。
受
講
し
た
方
か
ら
は
「
区
の
運
営

に
参
考
に
な
っ
た
」「
い
ろ
い
ろ
な
立

場
の
方
と
の
対
話
が
で
き
新
鮮
な
気
持

ち
」「
他
の
地
区
の
方
の
話
や
声
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
」

と
の
感
想
が
あ
り
、
講
座
に
よ
る
学
び

の
み
な
ら
ず
、
対
話
に
よ
る
参
加
者
同

士
の
新
た
な
気
づ
き
の
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
。

よさのみらい大学ページでは、講座開講レポートの詳細
や今後の講座状況などを掲載しています。

　

８
月
26
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

知
遊
館
に
お
い
て
、
一
般
財
団
法
人
明

石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
造
協
会
の
宮み
や
う
ち内

龍り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
多
様
な

人
材
が
輝
く
地
域
づ
く
り
講
座 

～
ま

ち
で
活
動
す
る
町
民
を
育
む
方
法
を
考

え
る
～
」
を
開
催
し
、
20
人
を
超
え
る

方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
内
氏
は
、
兵
庫
県
明
石
市
で
の
事

り
、
与
謝
野
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
し
た
い
。
ま
た
、
与
謝
野
町
に
は
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
に
よ
り
、
与
謝
野
町
の
良
さ

が
知
れ
渡
る
こ
と
で
、
移
住
・
定
住
に

つ
な
が
り
、町
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
。

　

与
謝
野
町
で

若
者
が
輝
く
た
め
に

　
与
謝
野
町
に
は
才
能
を
持
っ
た
方
が

た
く
さ
ん
い
る
が
、
そ
れ
を
発
揮
で
き

る
場
所
や
機
会
が
少
な
い
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
募
集
サ
イ
ト
の
開
設
や
町
役

場
に
「
若
者
応
援
課
」
の
設
置
を
提
案

し
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
若
者
が
自
己

肯
定
感
を
強
め
ら
れ
、
積
極
性
の
あ
る

若
者
の
育
成
に
つ
な
が
る
。
若
い
人
た

ち
が
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
、町
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
。

　
政
策
提
言
後
、
意
見
交
換
を
行
い
山

添
町
長
か
ら
「
今
回
の
対
話
授
業
を
通

じ
て
感
じ
た
町
の
魅
力
を
今
後
も
大
切

に
し
て
ほ
し
い
」
と
生
徒
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
、
生
徒
た
ち
は
「
い
つ

か
ま
た
き
っ
と
大
好
き
な
与
謝
野
町
に

戻
っ
て
き
た
い
」
と
、
充
実
し
た
表
情

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

児
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
に
悩
ん
で
い
る
現

状
が
あ
る
。
与
謝
野
町
は
、
地
域
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
優
し

く
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
場
所
が
あ
れ

ば
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
る
と
思

う
。
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
施
設
を

設
置
し
、
与
謝
野
町
の
魅
力
を
最
大
限

に
い
か
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
の
町
に
し

た
い
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

与
謝
野
町
の
魅
力
発
信

　
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
状
況
が
あ

提言４

提言３

後半は生徒と町長で意見交換を行いました

12
日
間
の
日
程
で
訪
問

　
平
成
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ベ
リ
ス

ツ
イ
ス
と
の
高
校
生
の
相
互
派
遣
。
こ

れ
ま
で
75
人
が
赴
き
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
交
流
す
る
な
ど
、
貴
重
な
体
験

を
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
８
人
の

高
校
生
が
事
前
研
修
を
経
て
、
11
月
６

日
か
ら
12
日
間
の
日
程
で
ア
ベ
リ
ス
ツ

イ
ス
へ
飛
び
立
ち
ま
す
。

　
結
団
式
で
は
、
高
校
生
た
ち
は
「
過

去
に
あ
っ
た
出
来
事
や
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ

● アベリスツイス高校生派遣事業

本事業に参加する８人の高校生と山添町長

８人の生徒が
英国アベリスツイスへスへ

ス
の
魅
力
を
伝
え
る
な
ど
、
友
好
の
懸

け
橋
に
な
り
た
い
」「
将
来
、
外
国
で

働
き
た
い
た
の
で
、
自
分
の
英
語
力
を

試
し
た
い
」
な
ど
、
派
遣
へ
の
意
気
込

み
を
発
表
。
ま
た
、
訪
問
団
長
を
務
め

る
山
添
町
長
は
「
個
々
の
思
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
双
方
が
築

い
て
き
た
友
好
の
歴
史
を
理
解
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
地
元
を
知
り
、
自
分
の

言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
国
際
交
流
の
一

歩
に
な
る
」
と
、
高
校
生
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。 ８月 25 日、英国アベリスツイスへの派遣に向けて結団

式を開催しました。高校生たちは、11 月にそれぞれの
思いを胸にアベリスツイスに赴きホストファミリーと交
流するほか、歴史や文化、産業などに触れる予定です。

● 

町
長
と
の
対
話
授
業

大
好
き
な

大
好
き
な

与
謝
野
町
が

与
謝
野
町
が

よ
り
魅
力
的
に

よ
り
魅
力
的
に

な
る
た
め
に

な
る
た
め
に

山添町長にプレゼンテーションをする生徒（右）

問　
総
務
課 

☎
４
３・９
０
１
０

町
内
の
公
園
を
誰
も
が

も
っ
と
楽
し
め
る
場
に

　
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
池
を
復

活
さ
せ
る
こ
と
で
多
く
の
家
族
連
れ
な

ど
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
人

が
仲
良
く
な
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
。

わ
た
し
に
は
障
害
を
持
っ
た
妹
が
い
る

が
、
水
の
感
覚
や
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
様

子
が
好
き
で
、
池
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
と
交
流
す
る
場
が
生
ま
れ
て

い
る
。
多
く
の
人
た
ち
の
思
い
出
に
残

る
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な

与
謝
野
町
を
つ
く
る
た
め
に

　
多
く
の
人
た
ち
が
仕
事
・
学
業
・
育

　
今
回
で
16
回
目
と
な
る
『
町
長
と
の

対
話
授
業（
以
下
、「
対
話
授
業
」）』を
、

８
月
25
日
に
宮
津
天
橋
高
校
加
悦
谷
学

舎
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
生
徒
中
心
の
企
画
運
営

に
加
え
、
一
般
社
団
法
人
経
営
実
践
研

究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
京
都
工
芸
繊
維
大

学
・
同
志
社
大
学
の
学
生
か
ら
構
成
さ

れ
る
『
与
謝
野
町
冒
険
の
書
作
成
委
員

会
（
以
下
、「
委
員
会
」）』
の
協
力
を

得
て
、
山
添
町
長
に
政
策
提
言
す
る
方

式
で
実
施
。
４
人
の
生
徒
は
、
町
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、

３
ヵ
月
に
わ
た
り
提
言
書
の
ま
と
め
方

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど

を
委
員
会
か
ら
学
び
、「
発
展
～
変
化

し
て
い
く
与
謝
野
町
と
、
今
、
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
～
」
と
題
し
て
、
山

添
町
長
に
政
策
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

提言１提言２
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社
に
は
固
有
の
伝
承
を

持
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

由
来
や
年
代
を
示
す
も
の
が
多
い

よ
う
で
す
。
そ
の
多
く
は
実
証
困

難
で
す
が
、
与
謝
野
町
内
の
神
社

伝
承
の
中
に
気
に
な
る
も
の
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
う

ち
の
３
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

● 

加
悦
区
の
天
満
神
社

　

今
は
丘
の
上
に
鎮ち
ん

座
し
ま
す

が
、
元
は
「
宮
野
」
と
い
う
加
悦

奥
川
と
野
田
川
の
合
流
す
る
算
所

区
と
の
境
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
こ
は
川
の
氾
濫

原
で
、
神
社
が
あ
っ
た
可
能
性
の

低
い
無
理
な
説
で
す
。

● 

幾
地
区
の
深
田
神
社

　

今
は
山
裾
に
鎮
座
し
ま
す
が
、

元
は
「
深
田
」
と
い
う
宮
津
天
橋

高
校
加
悦
谷
学
舎
の
東
側
の
三
河

内
区
と
の
境
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ

時の贈り物［第 128 回　与謝野の氏神祭り⑤　神社の伝承や氏神祭りと土地管理 ]	

神

ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
は
湿
地
で

神
社
が
あ
っ
た
可
能
性
の
低
い
無

理
な
説
で
す
。

● 

三
河
内
区
の
倭
文
神
社

　
加
悦
谷
の
真
ん
中
あ
た
り
の
明

石
区
と
の
境
界
近
く
に「
一
本
木
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
倭し

文ど
り

神
社
の
祭
神
と
明
石
の
須す

代し
ろ

神
社

の
祭
神
の
逢あ
い
び
き引

（
デ
ー
ト
）
場
所

の
目
印
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

 

い
ず
れ
も
隣
接
地
区
と
の
境
界

近
く
で
、
か
つ
地
盤
の
軟
弱
な
土

地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
神
社
伝
承
や
氏
神
祭
り
の

行
程
の
中
に
氏
子
圏
の
土
地
管
理

を
組
み
込
ん
だ
と
想
定
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
氏
神
祭
り
は
、
地

域
の
団
結
を
促
す
と
と
も
に
、
毎

年
、
土
地
の
境
界
を
確
認
す
る
役

割
も
担
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

天満神社の「宮野」

倭文神社の「一本木」

深田神社の「深田」

A LT リレーコラム  ［第 134 回　方言となまりについて　by ビグランド・エリック］　　　COLUMN

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
橋
立

中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ピ
ー
タ
ー

で
す
。

　
今
年
は
日
本
に
来
て
か
ら
２
回
目
の

夏
を
迎
え
ま
し
た
が
、
去
年
よ
り
も
酷

暑
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
気
温
だ

け
で
い
え
ば
、
母
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

の
方
が
日
本
よ
り
も
高
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
で
、
日
本

の
湿
度
が
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
場
合

が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
体
感
温
度

は
日
本
の
方
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
か
な

り
熱
く
、
厳
し
く
感
じ
ま
す
。
来
年
は

も
う
少
し
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
夏
が

来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
来
て
か
ら
一
年
以
上
が
過

ぎ
、
よ
う
や
く
日
本
語
が
少
し
ず
つ
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校

の
子
ど
も
た
ち
は
私
の
生
徒
で
あ
る
一

方
、
日
本
語
の
先
生
と
し
て
多
く
の
言

葉
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
個
人
的
に
は

標
準
語
よ
り
関
西
弁
や
加
悦
谷
弁
の
ア

ク
セ
ン
ト
が
好
き
で
よ
く
使
っ
て
い
ま

す
。
日
本
に
関
西
弁
、
加
悦
谷
弁
な
ど

の
方
言
が
あ
る
よ
う
に
、
英
語
に
も
多

く
の
方
言
や
な
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
大

き
く
イ
ギ
リ
ス
英
語
と
ア
メ
リ
カ
英
語

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
中
に
も
無
数
の
方
言
と
な
ま
り

が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
方
言
と
な
ま
り

は
住
ん
で
い
る
地
域
だ
け
で
は
な
く
出

身
や
階
級
、
収
入
に
由
来
す
る
と
い
う

固
定
観
念
が
あ
る
の
が
日
本
の
方
言
・

な
ま
り
と
の
大
き
な
違
い
で
す
。
例
え

ば
、
ア
メ
リ
カ
南
部
の
な
ま
り
は
経
済

的
困
難
、
イ
ギ
リ
ス
東
ロ
ン
ド
ン
の
な

ま
り（
コ
ッ
ク
ニ
ー
）は
労
働
者
階
級
、

故
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
や
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ

タ
ー
シ
リ
ー
ズ
で
使
用
さ
れ
る
ク
イ
ー

ン
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
王
室
や
南

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
養
あ
る
人
々
が
用

い
る
な
ど
と
い
う
固
定
観
念
が
い
ま
だ

に
存
在
し
ま
す
。
日
本
で
は
そ
れ
ら
の

固
定
観
念
は
な
く
、
楽
し
く
方
言
や
な

ま
り
を
学
び
、
使
用
で
き
る
の
で
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
お
す
す
め
の
方
言
が
あ
っ

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

皆

日本各地の方言を勉強したいと思います！

災害災害に対するに対する
備え備えはは大丈夫大丈夫ですか？ですか？

災 害への備えとして最も重要なことは、「自
分自身が安全」であることです。地震が

発生したときに命が守られ、けがをしないよう
に備えることが大切。大きな地震では、家が無
事でも家具や家電が倒れ下敷きになることや、
割れたガラスでけがをすることもあります。「地
震が起きたらどうなるか？」といった視点で、
住まいを一度見回りして必要な備えを「できる
ことから」始めましょう。

非常持ち出しバック（防災グッズ、防災用品）の用意

急 いで避難しなければならない災害時に、多くのものを持ち出
す余裕はありません。そのような場合に備えて、日ごろから

用意しておきましょう。

● 飲食品（飲料水、レトルト食品、缶詰、粉ミルクなど）
● 日用品（救急箱、懐中電灯、衣類、ロープ、ラジオ、衛生用品など）
● 貴重品（現金、通帳、判子など）

用意して
おきたいもの

避難場所・経路の確認（ハザートマップの確認）

ハ ザードマップで、避難所や広域避難場所への経路を確認しま
しょう。また、被害想定による自分の住む地域の危険性も確

認しておきましょう。なお、ハザードマップは、役場各庁舎にある
ほか、町ホームページで見ることができます。

「消防防災フェア」  in  加悦中学校
消防団では、与謝野町防災訓練に併せて「消防防災フェア」を開催。防災啓発ブース
の出展や災害体験ができますので、ぜひご来場ください。

10  22 日

机の下に避難する子ども（出典イラスト AC）

AM ９:45 ～ 11:30

がんばってます！消防団 編集 ● 第２分団
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寄贈していただきました
― おのえメモリアル株式会社 様、国際ソロプチミスト宮津 様・宮津天橋高校宮津学舎建築科 様 ―

　８月９日、おのえメモリアル株式会社（代表取
締役 尾

お
上
のえ

雄
ゆう

紀
き

様）から、つばきこども園・のだ
がわこども園・山田保育所・石川保育所にそれぞ
れ絵本を寄贈いただきました。
　この寄贈は、７月に同社の野田川ホールで開催
された「加悦谷野菜市」の収益金で行われたもの
で、今回で３度目となります。寄贈式に参加した
山田保育所の５歳児クラスの園児たちは、尾上さ
んから手渡された絵本に笑顔いっぱいで喜んでい
ました。この度の寄贈、まことにありがとうござ
いました。

加悦・野田川地域のこども園と
保育所に絵本をいただきました

　８月 25 日、国際ソロプチミスト宮津様と宮津
天橋高校宮津学舎建築科様から、与謝野町内の各
小・中学校に手作りの木製トンボを寄贈いただき
ました。
　両者は平成 28 年度から協働して、手作りのお
もちゃなどを保育所や乳児院に寄贈。昨年度は山
田保育所に木製テーブルをいただいています。寄
贈いただいたトンボは手作りの木製トンボで、持
ち手の角がていねいに削られており、持ちやすい
ように工夫されています。この度の寄贈、まこと
にありがとうございました。

町内の各小中学校に
木製トンボをいただきました

絵本を手にする山田保育所の園児たちと尾上さん 国際ソロプチミスト宮津と宮津天橋高校宮津学舎建築科の皆さん

寄附をいただきました
― 企業版ふるさと納税（富士ウェルテック株式会社 様・株式会社 NEO 様） ― 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　６月と７月に企業版ふるさと納税のご寄附をいただいた企業様を紹介します（企業名、寄附額、寄附対象事
業名は、ご了承いただいた企業様のみを公表しています）。

企業名 寄附額（寄附対象事業名）

富士ウェルテック株式会社 様（兵庫県尼崎市） 非公表（新しいモノ・コト創出 “人財育成” プロジェクト）

株式会社 NEO 様（京都市） 10 万円（地域づくり支援事業）

正式名称を「地方創生応援税制」といい、企業が地域再生法の認定地方公共団体が
実施する「まち・ひと・しごと創生寄附活用事業」に対して寄附を行った場合に、
税制上の優遇措置を受けられる仕組みです。与謝野町では、５つの地方創生プロジェ
クトを推進・展開するため、本制度を活用しています。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
）

【用語解説】 企業版ふるさと納税 おはなし会を開催します

● 加悦分室…10 月 14 日（土）　● 野田川分室…10 月 28 日（土）　● 本館…11 月４日（土）

― ３会場とも午前 10 時 30 分から行います ―

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

日

日　程

10 / 28 29土

【時間】午前 10 時～午後６時

会　場

図書館全館

注意事項

電話などでの予約・取り置き、
交換はできません。
一部タイトルは、お一人１冊と
なります。
数に限りがあるため、先着順で
なくなりしだい終了します。
雑誌タイトルなどは、館内掲示
のポスターまたは図書館ホーム
ページでご確認ください。

●

●

●

●

期間中お一人

3冊まで
※ 図書カードをお持ちのうえ、

ご来館ください

令和元年９月から２年８月末まで
に図書館で購入した雑誌 52 種類
671 冊（予定）をお譲りします。

雑誌リサイクル
昨
年
の
「
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
」
の

様
子

ご存知ですか？
図書館のもっと便利な使い方

● 家にいながら図書館の本が探せます
　図書館や京都府立図書館の本は、「図書館ホーム
ページ（上記の二次元コード）で検索できます。ま
た、家にいながら近くの図書館（室）へ予約・取り
寄せもできます。なお、本の用意ができたら電話や
メールでご連絡します。

● 与謝野町立図書館にない本が読みたい
　読みたい本が町立図書館になくても、京都府内の
図書館や大学図書館から取り寄せができます。

● 与謝野町以外の図書館で本を借りられます
　京都府北部６市町にある図書館（図書室）でも本
を借りられます。

※ 予約をする最初に図書館での事前登録（パスワード発行）が必要です
※ 返却待ちや本の移動のために、お待ちいただくことがあります。また、

取り置き期間は１週間です

※ 資料によっては取り寄せできないものがあります

※ 本を借りる場合は、それぞれの図書館で利用登録が必要です。なお、
貸出本の返却は借りた図書館にお願いします

町 政  News & Information
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産業観光課【 申請先・問い合わせ先 】 ☎ 43-9012
補助金の詳細ページ

（町ホームページ）
https://www.town.yosano.lg.jp/work/commercial-industrial/
subsidies-commercial-industrial/entry_635/

● 与謝野町事業者経費高騰緊急支援補助金

中小企業者・小規模事業者などの
事業継続を支援します

与謝野町では、昨今の世界経済情勢などの影響下で、燃料費および電
気料金の高騰により影響を受けている町内事業者の皆さんの事業継続
を支援するため、事業に必要な経費の一部を昨年度に引き続き補助金
として交付します。

補助対象者 以下のいずれかに該当する事業者の方>>>

与謝野町に本籍または住所を有する中小企業者または小規模事業者
与謝野町商工会に加入しており、町内に事業所を有する中小企業者または小規模事業者
与謝野町企業立地促進条例に基づく奨励事業所の指定を受けた事業者

●

●

●

● 農業者
● 税金などの滞納や未納がある事業者対象外事業者

補助対象経費・補助率

令和５年４月１日から 10 月 31 日までの
間に支払いを終えている経費に限る燃料費 および 電気料金

（ガソリン・軽油・ガス・灯油など）
（ （

事業者区分 補助金限度額
中小企業者 20 万円

小規模事業者 10 万円
NPO 法人または
社会福祉法人など

従業員６人以上 20 万円
従業員５人以下 10 万円

補　助　率 10 分の３以内

補助上限額 20 万円もしくは 10 万円
※ 補助上限額は右の表をご覧ください
※ 補助金算定後、千円未満は切り捨てます

申請受付期間 12 月 28 日（木）まで>>>

申請書類は町ホームページにあるほか、産業観光課（本庁舎）、加悦庁舎および野田川庁舎の住
民税務課住民係にあります。

※ 広報よさの８月号（No.210）に掲載した情報と同様です

与謝野町行財政経営マネジメントに関する答申を受けました
与謝野町行政改革推進委員会答申 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　
９
月
８
日
、
与
謝
野
町

行
政
改
革
推
進
委
員
会

（
以
下
、「
委
員
会
」）
の

伊い

藤と
う

伸し
ん

会
長
、
山や

ま
ぞ
え添

謙け
ん
ぞ
う三

会
長
代
理
、
佐さ

が賀
利と

し
ひ
ろ裕

委

員
か
ら
山
添
町
長
に
対
し

て
、
令
和
４
年
度
の
与
謝

野
町
行
財
政
経
営
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
関
す
る
答
申
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
答
申
は
、
昨
年
７
月

に
町
長
か
ら
委
員
会
に
対

し
、「
第
３
次
与
謝
野
町

行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

の
進
捗
」「
事
務
事
業
評

価
」「
与
謝
野
町
行
財
政

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

左から山添町長、伊藤会長（画面内）、
山添会長代理、佐賀委員

進
全
般
」
に
つ
い
て
意
見

を
求
め
、
令
和
４
年
度
の

各
取
り
組
み
に
つ
い
て
３

回
の
委
員
会
を
経
て
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今

回
の
答
申
を
受
け
、
行
財

政
改
革
の
進
捗
状
況
を

し
っ
か
り
と
評
価
し
、
そ

の
内
容
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

答申の内容や委員会の協議経過は、
町ホームページでご覧いただけます。

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金のご案内
（ひとり親世帯以外の低所得の子育て世帯分）

　
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影
響

を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
し
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
（
児
童
一
人
当
た
り
５
万
円
）
を
給
付

し
て
い
ま
す
。
与
謝
野
町
で
は
、
申
請
不

要
の
対
象
者
を
拡
大
し
速
や
か
に
支
給
し

ま
す
。
な
お
、
対
象
者
の
方
に
は
ご
案
内

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

「
申
請
不
要
の
対
象
者
」
を

拡
大
し
速
や
か
に
支
給

● 

対
象
者
（
申
請
不
要
）

令
和
５
年
度
中
の
い
ず
れ
か
の
月
の
分
の

児
童
手
当
も
し
く
は
特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
で
、
令
和
５
年
度
分
の
町
民
税
が

非
課
税
の
方

※ 

公
務
員
の
方
は
把
握
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
子
育
て
応
援
課
ま
で
申
し
出
く
だ

さ
い

● 

対
象
者
（
申
請
が
必
要
）

令
和
５
年
３
月
31
日
の
時
点
で
、
18
歳
未

満
の
児
童
（
障
害
児
の
場
合
20
歳
未
満
）

を
養
育
す
る
父
母
等
で
あ
っ
て
、
令
和
５

年
１
月
１
日
以
降
の
収
入
が
急
変
し
、
住

民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
方

● 

そ
の
他

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
「
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
の
給

付
対
象
と
な
っ
た
方
は
、
す
で
に
支
給
済

み
で
す
。

問　子育て応援課 ☎ 43-9024

　
10
月
６
日
か
ら
京
都
府

最
低
賃
金
が
１
０
０
８

円
（
前
年
比
＋
40
円
）
に

改
定
と
な
り
ま
し
た
。
京

都
府
最
低
賃
金
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
や
ア
ル
バ
イ

ト
、
臨
時
・
嘱
託
な
ど
雇

用
形
態
を
問
わ
ず
、
京
都

府
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

京
都
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

京都府最低賃金が
時間額 1,008 円に改定厚生労働省

京都労働局
ホームページ

10 月６日㊎～
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地域医療の充実と子育て環境日本一に向けて
令和６年度予算京都府知事要望 問　企画財政課 ☎ 43-9015

　
８
月
21
日
、
京
都
府
庁
に
お

い
て
、
山
添
町
長
が
中な
か
し
ま島

武た
け
ふ
み文

京
都
府
議
会
議
員
と
と
も
に

西に
し
わ
き脇

隆た
か
と
し俊

京
都
府
知
事
を
訪
問

し
、
令
和
６
年
度
京
都
府
予
算

に
関
す
る
要
望
活
動
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
重
点
要
望
と

し
て
、「
地
域
医
療
の
充
実
」「
子

育
て
環
境
日
本
一
」
に
つ
い
て

の
２
点
を
要
望
し
ま
し
た
。
ま

た
、
３
人
の
副
知
事
、
関
連
す

る
各
部
長
も
訪
問
し
、
中
小
企

業
支
援
や
充
実
し
た
学
び
の
確

保
な
ど
の
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

西
脇
府
知
事
（
左
）
に
要
望
書
を
手
渡
す

山
添
町
長
。
右
は
中
島
府
議
会
議
員
。

新たに 16 人の委員でスタート
第６期子ども・子育て会議 問　子育て応援課 ☎ 43-9024

　
７
月
10
日
、
加
悦
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
１
回

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

与
謝
野
町
で
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
事
業
計
画
の
策

定
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て

支
援
施
策
の
推
進
に
関
し
調

査
・
審
議
な
ど
を
行
う
機
関

と
し
て
、
平
成
25
年
度
か

ら
「
与
謝
野
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
を
設
置
。
こ
れ

ま
で
に
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
を

は
じ
め
、「
幼
稚
園
保
育
所

の
再
編
を
含
む
、
就
学
前
教

育
・
保
育
の
有
り
方
」「
学

校
等
の
適
正
規
模
適
正
配
置

に
関
す
る
与
謝
野
町
教
育
委

員
会
基
本
方
針
」
に
つ
い
て

の
答
申
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
で
第
６
期
と
な
る
同

会
議
で
は
、「
第
３
期
子
ど

も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
を
は
じ
め
、
各
種
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
に

つ
い
て
の
情
報
共
有
お
よ
び

調
査
・
審
議
な
ど
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

会　

長

副
会
長

委　

員

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

山や
ま
ぞ
え添 

謙け
ん
ぞ
う三

植う
え

田だ 

友ゆ

か

り
香
理

茂も

ろ籠 

の
ぞ
み

谷た
に
は
ら原 

良よ
し

子こ

糸い
と

井い 

尚な
お

子こ

蒲か
ば

田た 

理り

え恵

川か
わ

邊べ 

麻ま

み実

細ほ
そ

見み 

厚あ
つ

子こ

丸ま
る
た
に谷 

静し
ず
か

植う
え

田だ 

道み
ち
の
り則

山や
ま
ざ
き﨑 

康こ
う

太た

糸い
と

井い 

宏こ
う
す
け輔

海か
い
じ
り尻 

考た
か
あ
き昭

坂さ
か

根ね 

茂し
げ

樹き

河か
わ

原ら

林ば
や
し 

幸ゆ
き

夫お

西に
し
は
ら原 

裕ゆ
う

子こ

第
６
期

子
ど
も
・
子
育
て

会
議
委
員
の
紹
介

（
任
期
）
７
月
１
日
～

（
任
期
）
令
和
７
年
６
月
30
日

（
敬
称
略
）

山添町長から委嘱を受ける委員（右）

薬の重複に気を付けましょう
10 月 17 日～ 25 日は「薬と健康の週間」です 問　保健課 ☎ 43-9022

　
複
数
の
薬
を
服
用

す
る
と
き
は
、
薬
の

重
複
や
飲
み
合
わ
せ

に
気
を
付
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
お
薬

手
帳
に
服
用
し
て
い

る
薬
を
記
録
す
る
こ

と
で
、
薬
の
重
複
や

相
互
作
用
が
お
こ
る

の
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
薬
に
よ
る
治
療

が
よ
り
効
果
的
な
も

の
に
な
り
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
薬
剤

師
や
薬
局
、
お
薬
手

帳
を
上
手
に
活
用

し
、
薬
の
重
複
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▶ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の「
電

子
お
薬
手
帳
」
は
、
家
族
全

員
の
薬
を
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
、
災
害
時
で
も
薬
の
情

報
を
医
師
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す

公共下水道等の使用料を減免します
福祉減免制度のお知らせ 問　上下水道課 ☎ 43-9031

　
与
謝
野
町
で
は
、
６
月
１
日

使
用
分（
７
月
請
求
分
）か
ら
、

公
共
下
水
道
使
用
料
お
よ
び
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用

料
（
以
下
、「
使
用
料
」）
を
平

均
で
13
・
１
％
値
上
げ
し
た
こ

と
に
伴
い
、
毎
月
の
使
用
料
の

10
％
相
当
額
を
減
免
す
る
「
福

祉
減
免
制
度
」
を
設
け
て
い
ま

す
。
上
下
水
道
課
で
減
免
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

以
下
の
対
象
者
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
上
下
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
広
報
よ
さ
の
５
月
号
（
５

月
10
日
発
行
）
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報よさの５月号
（No.207）

町ホームページ

75
歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
住
民
税

非
課
税
世
帯
で
、
同
一
の
敷
地
内
に
他
の
世

帯
が
居
住
し
て
い
な
い
方

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

母
子
お
よ
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
に
規

定
す
る
母
子
家
庭
等
に
お
け
る
母
ま
た
は
父

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

特
別
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
障
害
児
福
祉
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
も
し
く
は
２
級
を
所

持
し
て
い
る
方

療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る
方

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
持
し

て
い
る
方

●●●●●●●● 対
象
者

申
請
方
法

　

上
下
水
道
課
に
あ
る
減
免
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
上
下
水

道
課
へ
。

●●●● 《
必
要
書
類
》

各
種
手
帳

児
童
扶
養
手
当
証
書

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

非
課
税
証
明
書　
な
ど

※ 

対
象
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

福 祉 減 免 制 度 の 概 要

困ったら一人で悩まず行政相談へ
10 月 16 日から 22 日までは全国一斉「行政相談週間」 問　住民税務課 ☎ 43-9020

　
国
や
独
立
行
政
法
人
な
ど
の
仕
事

や
サ
ー
ビ
ス
、
お
困
り
の
こ
と
、
お

尋
ね
に
な
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？　

総
務
省
の
行
政
相
談
は
、

こ
う
し
た
困
り
ご
と
や
国
へ
の
ご
要

望
を
お
聞
き
し
て
そ
の
解
決
の
促
進

を
図
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
「
行
政
相
談
所
・

心
配
ご
と
相
談
所
」
と
し
て
、
毎
月

３
回
、
定
例
の
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー
「
き
く
み
み
」
で
は
、
電
話
で

も
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

☎
０
５
７
０・０
９
０
１
１
０

《
社
会
福
祉
協
議
会 

岩
滝
支
所
》

日
程　
10
月
10
日
（
火
）

《
社
会
福
祉
協
議
会 

野
田
川
支
所
》

日
程　
10
月
18
日
（
水
）

《
社
会
福
祉
協
議
会 

加
悦
支
所
》

日
程　
10
月
25
日
（
水
）

※ 

時
間
は
各
会
場
と
も
に
午
後
１

時
～
３
時
。
予
約
不
要

行
政
相
談

心
配
ご
と
相
談
所
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

８/ ８ 鞭谷川河川改良工事家屋調査
（その６）業務委託 石川地内 ５者 株式会社エイト日本技術開

発 福知山営業所 1,158 ― 1,100 94.99 R5/8/15
～ 11/30

８/ ８ クアハウス岩滝温泉設備等改修工事
監理業務委託 岩滝地内 10 者 株式会社中村設計 北京都設

計室 1,729 ― 1,700 98.32 R5/8/16
～ R6/3/20

８/ ８ 町営男山第１団地外装等改善工事
設計業務委託 男山地内 １者 株式会社阿波設計事務所

京都支店 2,503 ― 2,350 93.89 R5/8/16
～ R6/3/20

８/10 清水谷線道路改良（その１）工事 岩滝地内 ６者 有限会社野口建設 6,738 6,035 6,035 89.57 R5/8/18
～ R6/1/31

８/10 クアハウス岩滝温泉設備等改修工事 岩滝地内 ２者 株式会社山添電気 27,620 25,410 26,200 94.86 R5/8/18
～ R6/3/20

８/10 男山第１水源導水管舗装復旧工事 男山地内 ２者 金下建設株式会社 17,947 16,061 16,061 89.49 R5/8/18
～ R6/1/12

８/10 多機能型小型動力ポンプ付積載車
購入 石川地内 ２者 大槻ポンプ工業株式会社

宮津営業所 非公表 ― 11,000 ― R5/9/15
～ R6/3/29

８  月入札結果 問　財産管理・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

訂正とお詫び 

広 報 よ さ の ９ 月 号
（No.211） に 誤 り が
ありました。お詫びし
て訂正いたします。

訂正内容
P19 の「北部２市２
町の要望活動」の写真
の説明。正しくは「森
口京都府議会議員」で
す。

功績・功労をたたえて

　
令
和
５
年
４
月
に
逝
去
さ
れ
た
細

井
壽
雄
さ
ん
（
加
悦
奥
）
は
、
昭
和

33
年
12
月
に
加
悦
町
議
会
議
員
に
初

当
選
し
て
以
来
、
通
算
し
て
31
年

２
ヵ
月
の
永
き
に
渡
り
在
職
し
、
加

悦
町
議
会
副
議
長
、
加
悦
町
議
会
産

業
建
設
委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
町
政
並
び
に
地
方
自

治
の
発
展
お
よ
び
住
民
福
祉
の
向
上

に
多
大
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
功
績
を
た
た
え
、
逝

去
に
伴
い
こ
の
度
の
受
章
に
い
た
り

ま
し
た
。

● 

正
六
位

故 

細ほ
そ

井い 

壽と
し

雄お 

さ
ん

　
８
月
21
日
、
阿
蘇
霊
照
苑
に
お

い
て
、
残
骨
供
養
慰
霊
祭
を
厳
粛

に
執
り
行
い
ま
し
た
。
火
葬
場
で

収
骨
さ
れ
た
後
、
残
さ
れ
た
ご
遺

骨
は
同
苑
内
の
慰
霊
墳
墓
に
埋
葬

し
、
毎
年
お
盆
す
ぎ
に
供
養
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
井
上
副
町
長
、
三
田

農
林
環
境
課
長
、
阿
蘇
霊
照
苑
の

関
係
者
が
参
列
し
、
哀
悼
の
意
を

も
っ
て
慰
霊
し
ま
し
た
。

慰霊祭を執り行いました
阿蘇霊照苑残骨供養慰霊祭 問　農林環境課 ☎ 43-9023

哀悼の意を述べる井上副町長

人事異動のお知らせ（８月 31 日付け）

【退職】　浪江 昭人（子育て応援課　主査）

問　総務課 ☎ 43-9010

　
「
還
付
金
が
受
け
取
れ
ま
す
」

と
電
話
を
か
け
、
高
額
な
現
金
を

振
り
込
ま
せ
る
「
還
付
金
詐
欺
」

が
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
ま

す
。

　
よ
く
知
ら
れ
る
還
付
金
詐
欺
の

手
口
は
、
行
政
の
担
当
者
や
年
金

事
務
所
、
金
融
機
関
な
ど
を
名
乗

り
「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
の
で
必

要
な
手
続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
し

振
り
込
ま
せ
る
方
法
で
す
。
し
か

し
、
最
近
は
、
言
葉
巧
み
に
利
用

し
て
い
る
金
融
機
関
の
口
座
番
号

や
暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
振
り
込
み
や
資
金

移
動
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
本
人
に
な
り
す
ま

し
て
契
約
し
利
用
す
る
こ
と
で
、

預
金
を
他
の
口
座
に
不
正
送
金
す

る
と
い
う
新
し
い
手
口
で
の
被
害

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
や
金
融
機
関
の
職
員
が
還

付
金
の
受
け
取
り
の
た
め
に
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
操
作
の
お
願
い
や
口
座
の
暗

証
番
号
を
聞
く
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
口
座
に
送
金
し
て
し

ま
う
と
、
お
金
を
取
り
戻
す
の
は

極
め
て
困
難
で
す
。「
手
続
き
は

今
日
中
に
」
と
せ
か
さ
れ
て
も
慌

て
ず
、
ま
ず
は
家
族
や
知
人
、
警

察
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

● 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

● 

☎
２
２・２
１
２
７

● 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

● 

☎
１
８
８

「
還
付
金
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
」
は
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

消費生活 Information

消
費

生
活

In
fo
rm

at
io
n

― 
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
悪
用
し
た
詐
欺
に
も
注
意 

―

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、８月 16 日から９月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

令和５年８月末現在
まちのうごき

人　口	19,936 人（－９）

　男　	19,550 人（＋７）

　女　	10,386 人（－ 16）

世帯数	 8,913 戸（＋１）
※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※外国人を含む

総務課
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理
対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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【広告枠】

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

に提示していただくことで費用が
免除されます
その他　町指定医療機関以外での
接種を希望する場合は、事前に保
健課で手続きが必要です。詳細は、
各戸配布の「令和５年度高齢者イ
ンフルエンザ予防接種のお知ら
せ」をご覧ください。
　　保健課 ☎ 43-9022

いきいきウォーキングいきいきウォーキング
の参加者募集の参加者募集

与謝野町スポーツ推進委員会では、
健康の増進と町民の親睦を図るこ
とを目的に、次のとおり「いきい
きウォーキング」を開催します。
日程　11 月５日（日）午前８時
半～午後４時（予定）
※ 雨天中止
集合場所　野田川わーくぱる駐車
場（マイクロバスで現地まで行き
ます）
コース　質

しつ
美
み

笑
しょう

楽
がっ

講
こう

の周辺コー
ス（京丹波町）
対象者　町内在住または在勤の方

（小学生以下の方は保護者同伴で
参加してください）
定員　先着４0 人　※ 参加無料
持ち物　弁当、水筒、雨具、歩き
やすく慣れた靴、タオル、着替え
　　　　10 月 24 日（火）までに、
社会教育課（☎ 43-9026）へ。

第 45 回文化祭将棋大会第 45 回文化祭将棋大会
の開催の開催

日 時　10 月 29 日（日）午前９
時～午後５時
会場　岩滝ふれあいセンター
内容　「Ａ級の部」「Ｂ級の部」「Ｃ
級の部」にわかれて開催
参加料　一般 2,000 円、高校生 
1,500 円、小中学生 600 円（昼
食代を含む）
　　　　与謝野将棋会
岩崎 ☎ 42-4547

令和５年度与謝野町戦令和５年度与謝野町戦
没者追悼式の挙行没者追悼式の挙行

日時　10 月 25 日（水）午前 10
時～
会場　野田川わーくぱる
その他　
● 一般の方も参列いただけます
が、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、規模を縮小し入
場制限などの処置をさせていただ
くことがあります。
● 37 度以上の発熱がある方や、

「息苦しさがある」「咳やたんが出
る」などの体調不良が見られる方
は、参列をお断りいたします。
　　福祉課 ☎ 43-9021

スクールバス運転手スクールバス運転手
への登録への登録

業務内容　登下校のスクールバス
運転（加悦小学校）、校外活動バ
ス運転など
● 登下校スクールバス運転　
月曜日～金曜日の午前７時～午後
５時の朝・夕
※ １日計４時間程度の勤務（加
悦地域）
● 校外活動バス運転
小・中学校の校外活動時のみ
※ 学校行事などにより、土日お

よび祝日に勤務をお願いする場合
があります
　　　　学校教育課にある登録用
紙に必要事項を記入し、学校教育
課（☎ 43-9025）へ。なお、登
録用紙は町ホームページからダウ
ンロードできます。

高齢者インフルエンザ高齢者インフルエンザ
予防接種のお知らせ予防接種のお知らせ

与謝野町では、予防接種法にもと
づく高齢者インフルエンザ予防接
種を実施しています。
接 種 期 間　10 月 16 日（月）～
12 月 22 日 ( 金 )　
※ 各医療機関の診察時間内
対象者　接種日において与謝野町
民であり、次のいずれかに該当す
る方
● 満 65 歳以上の方
● 満 60 歳以上 65 歳未満であっ
て、心臓・腎臓・呼吸器の機能、
HIV に関する免疫機能に身体障
害者手帳 1 級程度の障害を有す
る方（運動機能に係る身障１級は
該当しません）
個人負担金　1,500 円（直接医療
機関に支払ってください）
※ 生活保護世帯の方は、京都府
から交付されている「保護決定通
知書」( 最新版 ) を接種医療機関

問

「人権問題を考えるつどい」の開催

人権問題に対する理解を一層深めていただく機会とし
て、「人権問題を考えるつどい（講演会）」を開催します。
お誘いあわせのうえ、ご来場ください。入場無料。

● 日時
● 会場
● 演題

● 講師
● 主催
● 

11 月 21 日（火）午後７時 30 分～９時
生涯学習センター 知遊館（あじさいホール）
LGBTs とともに暮らす街へ
～多様性を想定した地域社会のために～
佐

さ

倉
く ら

 智
と も

美
み

 氏（ジェンダー＆セクシュアリティ ライター、作家）

与謝野町人権教育・啓発計画推進本部（法務省委託事業）

住民税務課 ☎ 43-9020

講師の佐倉氏

催

募

i
募

催

※ 掲載している情報は、９月 26 日（火）現在のものです

音訳（朗読）ボランティ音訳（朗読）ボランティ
ア養成講習会の開催ア養成講習会の開催

朗読の知識や技術を習得して、視
覚障害者の方々が利用できる録音
図書・雑誌を作るボランティア養
成講習会を開催します。
日 時　10 月 10 日（ 火 ）、14 日

（土）、17 日（火）、27 日（金）、
12 月１日（金）、５日（火）、８
日（金）
※ いずれも午後１時～３時半
※ 全７回（基礎から応用まで）
会場　丹後視力障害者福祉センター
講師　栗山由紀子氏（フリーアナ
ウンサー）
募集人数　10 人（先着順）
受講料　無料
　　　　10 月 31 日（ 火 ） ま で
に丹後視力障害者福祉センター

（☎ 0772-72-0609）へ。

手機講習会の手機講習会の
開催開催

古い着物や風呂敷、スカーフなど
の生地を使った「裂き織り」の講
習会を実施します。
日時　11 月 19 日（日）午前 10
時～午後４時
会場　織物技能訓練センター（四
辻 515 番地１）
講師　手機サークル「ひまわりの未」
対象者　与謝野町内在住の方
定員　14 人（先着順）
受講料　無料（裂き織りに使う材
料はお持ちください）
　　　　11 月６日（月）までに、
織物技能訓練センター（☎ 42-
2575 ／ 090-8825-0671　※ 土
日の対応不可）へ。

つまみ細工ちりめん小つまみ細工ちりめん小
物展の開催物展の開催

期間　11 月 12 日（日）まで
※ 月曜日休館。入場無料

【みずほ銀行】クヌギ支店
（普）0620642
※ 口座名義はすべて日本赤十字
社（ニホンセキジュウジシャ）
※ ご利用の金融機
関によっては、振込
手数料が別途かかる
場合があります
問　日本赤十字社
京都府支部
☎ 075-541-9326

自衛官等の自衛官等の
募集募集

《一般曹候補生》
資格　18 歳以上 33 歳未満の方
受付期間　11 月 30 日（木）まで
試験期日　【１次試験】12 月９日

（土）～ 14 日（木）の間で、い
ずれか１日を指定
問　京丹後地域事務所
☎ 0772-64-2498

時間　午前９時～午後５時
会場　生涯学習センター 知遊館
内容　「つまみ細工」の技法で制
作した髪飾りなどを多数展示。
問　知遊館 ☎ 46-2451

丹後文化芸術祭「第 34 回丹後文化芸術祭「第 34 回
丹後美術工芸展」の開催丹後美術工芸展」の開催

日程　10 月 26 日（木）～ 28 日
（土）午前 10 時～午後５時
※ 最終日は午後４時まで
会場　京丹後市網野体育センター
入場料　無料
問　京都府丹後文化会館
☎ 0772-62-5200

義援金を義援金を
受け付けています受け付けています

日本赤十字社では、令和 5 年台
風第 6 号災害義援金を受け付け
ています。
期間　11 月 30 日（木）まで
対象地域　沖縄県
受付口座
● ゆうちょ銀行
口座番号　00100-3-266346
加入者名　令和５年台風第６号災
害義援金
※ 郵便局窓口での振り込みの場
合は、振込手数料は免除されます。
● 都市銀行

【三井住友銀行】すずらん支店
（普）2787493
【三菱ＵＦＪ銀行】やまびこ支店
（普）2105488

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

今月の納期

10月31日（火）まで

町 府 民 税　第３期
国 民 健 康 保 険 税　第５期
介 護 保 険 料　第５期
後期高齢者医療保険料　第４期

納税には便利な口座振替をご利用ください

講

催

講

催

i

募

日本赤十字社
ホームページ

問・申

問・申

問・申

問・申

問

問・申

問

問

問

問

問

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講
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お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講 ※ 掲載している情報は、９月 26 日（火）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

はじめてのスマートフォン
体験型講習会

はじめてのスマートフォン
体験型講習会

お申込み

お問合せ
・

スマートフォン講習会 受付窓口
参加のお申し込みは下記にご連絡ください。

☎������������
※受 付 の 際 に 記 載 の 

お問合せ番号
をお申し付けください。

【受付時間】平日のみ

����������
固定電話・携帯電話からの発信はこちら

☎050-3317-1545
IP 電話など（050 番号など）からの発信はこちら

ポータルサイト

各開催スケジュールは裏面をご覧ください。

「スマートフォン、周りから勧められて使っているけど、まだまだわから
ないことばかり」「スマートフォンについて聞きたいけど周りの人に聞け
る環境じゃない」「そもそも、まだ使ったことがない」という方、是非この
機会に、スマホ講習会に参加しませんか？

お問合せ番号

����

講座内容 ご自身の理解度にあわせて、自由に組み合わせて受講できます！

初心者コース

基本コース

応用コース①

応用コース②

応用コース③

応用コース④

・電源の入れ方 ・ボタンの操作方法
・電話のかけ方・カメラの使い方

・インターネットの利用方法
・SNS の使い方

・マイナンバーカードの申請方法
・講座内容に準じた相談の受付

・マイナポータルの活用方法
・講座内容に準じた相談の受付

・コロナワクチン接種証明アプリを用いた
  接種証明書の発行方法
・講座内容に準じた相談の受付

・健康保険証利用の登録
・公金受取口座の登録
・講座内容に準じた相談の受付

令和5年　11月6日（月）受付開始

与謝野町

各開催スケジュールは次ページをご覧ください

Android 向け

日程 場所 時間 講座内容 日程 場所 時間 講座内容

9:30~12:00

(休憩30分）
初心者コース

14:00~16:30

(休憩30分）
基本コース

11/

27
（月）

11/

28
（火）

11/

29
（水）

9:30~12:00

(休憩30分）
基本コース

14:00~16:30

(休憩30分）
初心者コース

9:30~12:00

(休憩30分）
初心者コース

14:00~16:30

(休憩30分）
応用コース①

与謝野町勤労者
総合福祉
センター
第1会議室

与謝野町勤労者
総合福祉
センター
第1会議室

与謝野町勤労者
総合福祉
センター
第1会議室

11/

30
（木）

9:30~12:00

(休憩30分）
初心者コース

14:00~16:30

(休憩30分）
基本コース

与謝野町立後
野地区公民館
会議室

9:30~12:00

(休憩30分）
応用コース②

14:00~16:30

(休憩30分）
応用コース③

12/

4
（月）

12/

5
（火）

12/

6
（水）

9:30~12:00

(休憩30分）
基本コース

14:00~16:30

(休憩30分）
初心者コース

9:30~12:00

(休憩30分）
基本コース

14:00~16:30

(休憩30分）
初心者コース

与謝野町立
算所会館
談話室

立町会館

藪後集会所

与謝野町立
生涯学習
センター
知遊館
視聴覚室

12/

7
（木）

9:30~12:00

(休憩30分）
応用コース①

14:00~16:30

(休憩30分）
応用コース②

与謝野町立
生涯学習
センター
知遊館
視聴覚室

12/

1
（金）

9:30~12:00

(休憩30分）
基本コース

14:00~16:30

(休憩30分）
応用コース①

与謝野町立
金屋地区公民館
1F広間

与謝野町立
算所会館
談話室

12/

8
（金）

9:30~12:00

(休憩30分）
応用コース③

14:00~16:30

(休憩30分）
応用コース④

与謝野町立
生涯学習
センター
知遊館
視聴覚室

※貸し出し用スマホを使用（お持ちいただく必要はありません）

各講座定員7名
（先着順）開催スケジュール

与謝野町

与謝野町勤労者
総合福祉
センター

（野田川わーくぱる）

第 1 会議室

与謝野町勤労者
総合福祉
センター

（野田川わーくぱる）

第 1 会議室

与謝野町勤労者
総合福祉
センター

（野田川わーくぱる）

第 1 会議室
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防災 練訓

北丹後地震から 96 年――。1927（昭和２）年３月７日の午後６時 27 分、丹後半島の北
部を震源とするマグニチュード 7.3 の地震が発生。地震による家屋の倒壊に加え、発生が
早春の夕刻だったため炊事や暖房器具を起因とする火災が発生し、多数の死者を出すなど
大きな災害となりました。与謝野町では防災意識の高揚と万が一の災害に対応するため、

「地震」を想定した防災訓練を実施します。

訓練の目的
地震発生時にあせらず行動できるよう、各自が訓練の中で安全行動を実践します。住民の皆さんや区、防災関
係機関が一体となった訓練を実施することにより、防災意識の高揚と防災関係機関の連携強化、防災体制の強
化を図ることを目的としています。

訓練の流れ
午前９時 震度６弱の地震発生

■
■

■

サイレン吹鳴（訓練開始の放送）
住民各自が一次避難場所へ避難

（隣組ごとの集合場所に参集）
避難完了後は各隣組から区へ避難者数（参集者数）の報告

皆さんのご参加を
お願いします。

午前９時 45 分 ■

■

区が個別に訓練を実施される場合は、可能な限り参加をお願いします
（開始時間や内容は区からお知らせがあります）
区から与謝野町に避難者数（参集者数）を報告

正午 訓練終了の放送

加悦中学校体育館で消防防災フェアを開催
時間　午前９時 45 分～ 11 時 30 分
内容　（体験）起震車、煙、高所作業車、消火、防災カードゲーム
　　　（展示など）家庭用備蓄資機材、避難所資機材　など

自宅で地震が発生！　そのときどうする？

落ち着いて！
まずは身を守る1 危険と感じたら

避難する3大きな揺れがおさまったら

火元を確認する2

避難する際は、電気のブレーカーを落とし、
ガスの元栓を閉める。

（どなたでも参加可能）

問　防災危機管理対策室 ☎ 43-9011

22［日］20
23 10・

煙体験

災害対策本部会議

を実施します
（地震を想定  ※ 与謝野町で震度６弱 ）
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